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令和 2年度 第２回 

北広島市保健福祉計画検討委員会 

 

日 時：令和2年 11月 26日（木）～12月 3日（木） 

 

場 所：書面による開催 

 

◇北広島市保健福祉計画検討委員会委員 

 

出席者 

三瓶委員（委員長）・小早川委員（副委員長）・川島委員・石丸委員・對馬委員・今井委員・奥田

（正）委員・米沢委員・土田委員・小池委員・奥田（孝）委員・若狹委員・三木委員・島谷委員・

松坂委員・櫻井委員・西野委員・大西委員・安孫子委員・森委員・加藤委員・成田委員・福屋委

員・近藤委員 

欠席者 

なし 

   

 

≪議事概要≫ 

 

１ 議案の表決 

   

議案第 1号 第 5期地域福祉計画素案について         賛成 24 名 ・ 反対 0名 

議案第 2号 第 5次健康づくり計画素案について        賛成 24 名 ・ 反対 0名 

議案第 3号 高齢者保健福祉計画・第８期介護保険事業計画素案について 

                            賛成 23 名 ・ 一部反対 1 名 

議案第 4号 障がい支援計画素案について（障がい者福祉計画、第６期障がい福祉計画 

、第 2期障がい児福祉計画）           賛成 24 名 ・ 反対 0 名 

 

全ての議案は承認されました。 

 

２ 委員からの意見 

 

委員  議案 3 号について、37 ページ(3)健康づくりセミナーの項目についてのみ賛成しかね

ます。 

 運動教室の根幹はインストラクターによる直接指導であり、ペーパーによる個別指導で

は定着しない。個別運動教室を開催する事に反対はしないが、同時に健康運動教室と水中

運動教室を廃止する必要がなく、両方できない場合は今まで通り事業を実施する方がいい

のではないか。 

議事概要 
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 昨年、脊柱間狭窄症を患っている要支援 1 の高齢者を水中運動教室にお誘いしました。

普段長い距離を歩けない高齢者が、水の中では浮力があり歩けるようになったと喜んでい

ました。教室終了時の体組成計測定でも、脚の筋力増え要支援から要介護にならない様頑

張っています。殺菌作用のあるプールで新型コロナウイルスに感染された事例があるので

しょうか、また、ある程度新型コロナウイルス感染症が収束した時点で再開して頂くこと

を希望します。 

 新型コロナウイルスの感染状況も狭い空間で運動している、フィトネスクラブで事例が

あるようですが、市内各地の体育館や公民館または市役所1階の健康センター等広いスペ

ースでソーシャルディスタンスを保ち開催出来ないか検討をしていただきたい。新型コロ

ナウイルスも怖いが、運動不足による健康2次被害が心配です。 

 健康センターの一般開放をしていないとお聞きしていました。 

 健康センターとその入り口にある体組成計の稼働率はどの程度ですか? 

 札幌市清田区役所 3階の健康フロアーで、年間通して健康づくりの活動を展開していま

す。1人のインストラクターが約50人程度の高齢者を指導しています。 

 北広島市は設備が整っていますので、市民の皆さんがもっと気軽に市役所に足を運んで

もらえるよう市民に開けた行政を希望します。 

 健康寿命を延ばすのには、それなりの投資も必要となりますので、最大限市の公共施設

を活用する施策が必要と考えます。 

 私の個人的な意見ですが、高齢者の健康づくりに関する市民サービスという面では 7期

計画より8期計画が後退すると思えますので、この項目のみ反対させて頂きます。 

 私は老人クラブで会員のフレイル予防のため、市が主催する健康推進活動に可能な限り

参加させて頂き、インストラクターによる指導のコツとトークを学び活用しています。 

 専門的な知識は有りませんが、講習を受ける側の立場から意見具申させて頂きます。 

 

委員 地域福祉計画について、P22 の地域活動参加 47.9％と P24 のボランティア活動参加

71.5％は、この計画推進に大きな課題である。①P43-59 の各施策事業内容推進の中で参

加者が受講後に、その成果や有益であること等を友人知人に伝えることをすすめたい。②

地域活動連携強化の②町内会との連携は重要となり、より充実したものにするためには市

の他の課との連携（例市民課）が必要と思います。③P21の近所との付き合い程度が85.7％

と高いことから、上記①のことを期待します。 

 健康づくり計画について、各施策の具体的な事業展開にあたっては参加者が受身ではな

く参加型、グループワーク等を取り入れた運営が望まれます。 

 高齢者保健福祉計画について、P36-42 健康づくり介護予防事業は充実しているように

思います。 
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 障がい支援計画について、P53 差別解消法認知度、知らない 61.3％は大きな課題であ

る。P83 障がい理解の促進①5 項目の推進のより一層の充実を、②理解を深めるために、

例えば各種講演会の案内に又実施の場面で障がい者（認意を受けていない人も含め）に対

する配慮がより一層必要に思います。 

 

委員 検討委員会、委員、市スタッフ担当の皆様コロナ禍の中お疲れ様でした。私は、地域福祉

計画及び健康づくり計画を担当していますが、今回は第 4期計画より大変くわしく、より

詳細に具体的な作りとなっていると感じます。ありがとうございます。 

 北広島市は少子高齢化又、人口減少の傾向にありますが、１地域福祉計画については、

地域で支えるシステム作りと事業の推進、2健康づくり計画では、多少語句がわかりづら

いところがありましたが、全体的には大変良い計画だと思います。今後なおいっそうのス

タッフ担当部署の充実を図っていただきたい。 

 私は民生委員を担っていますが、今後も行政と福祉事業を進めていきたいと考えます。 


